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令和３年度　施策・基本事業マネジメントシート　（令和２年度実績に基づく評価） 作成日 令和 3 年 8 月 6 日
基本目標名 2 新たな流れの創造による賑わうまちづくり
政　策　名 4 誰もが住みたいと思う魅力あるまちづくり
施　策　名 1 都市ブランド戦略の推進

施策関係課 総合戦略推進室、産業立市推進課、観光立市推進課、スポーツ立市推進課

１．施策の目的と成果把握
この施策は、誰、何を対象としているか 対象指標 単位 Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２

国内の総人口 千人 126,443 126,167 125,354

市人口 人 119,348 118,450 117,706

この施策によって、「対象」をどういう状態にするのか 成果指標（意図の達成度を表す指標） 区分 単位 Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

目標 200 150 100 50 

実績 419 364 333

目標 300 250 200 150 

実績 485 418 373

目標 83.0 84.0 85.0 86.0 

実績 77.8 76.9 80.3 ブランド総合研究所による地域ブランド調査

目標 ブランド総合研究所による地域ブランド調査

実績 市政に関するアンケート調査

目標

実績

２．基本事業の目的と成果把握
基本事業名 対象 意図 成果指標 区分単位 H30 R1 R2 R3 基本事業名 対象 意図 成果指標 区分 単位 H30 R1 R2 R3

目標 18,300 18,800 19,300 19,800 目標 460 490 520 560 

実績 29,175 33,184 34,705 実績 417 390 386

目標 670 690 700 710 目標 2,000 2,200 2,400 2,600

実績 716 459 111 実績 1,475 1,639 1,752

目標 300 250 200 150 目標 50 50 50 50

実績 432 368 310 実績 32 34 15

目標 12 13 14 15 目標

実績 8.4 24.1 32.4 実績

目標 250 200 150 100 目標

実績 466 407 464 実績

目標 5 - - - 目標

実績 1 - - 実績

３．施策及び基本事業の目標達成度評価
令和２年度施策の取組方針 施策の取組方針・成果指標達成状況

全て達成

一部未達成

全て未達成

全て達成

一部未達成

全て未達成

基本事業名 令和２年度基本事業の取組方針 基本事業の取組方針・成果指標達成状況 基本事業名 令和２年度基本事業の取組方針 基本事業の取組方針・成果指標達成状況

取組方針 全て達成 一部未達成 全て未達成 取組方針 全て達成 一部未達成 全て未達成

成果指標 全て達成 一部未達成 全て未達成 成果指標 全て達成 一部未達成 全て未達成

取組方針 全て達成 一部未達成 全て未達成 取組方針 全て達成 一部未達成 全て未達成

成果指標 全て達成 一部未達成 全て未達成 成果指標 全て達成 一部未達成 全て未達成

４．施策の基本情報
社会情勢変化、国・県の動向、市民・議会意見等 施策の成果向上に向けての役割分担

市民 事業所 行政

５．施策全体の総括・今後の課題・今後の方向性

施策の成果実績と施策の基本情報及び施策コストに関する全体総括 今後の課題 今後の方向性

政策体系
施策主管課長

都市ブランド推進課

新里昌弘

施策の目
的

「対　象」

①国内に居住する人
②市民

①
市区町村の全国認知度ランキング
順位（全国1,000市区町村）

位

②
市区町村の全国魅力度ランキング
順位（全国1,000市区町村）

位

③
佐野市に住み続けたいと思う市民
の割合

％

成果指標の
取得方法

④

⑤

積極的な
シティプロ
モーション
の推進

①国内に
居住する
人
②市民

①様々な情報発信媒
体を活用し、市内外
の多くの人に、本市
の情報に触れてもら
う
②佐野の魅力を知っ
てもらい、郷土に対
する誇りを持ってもら
う

①
さのまるツイッ
ターフォロワー数

件
推進体制
の整備と
連携強化

①庁内体
制
②市民
③他自治
体、企業、
団体、大学
等

連携を強化し、一
丸となって本市の
魅力をPRする

①
「さのまるサポーター
ズ」企業・団体・プレミ
ア会員数

会員

②
さのまる派遣回
数

件 ②
「さのまるサポーター
ズ」個人会員数

会員

③

市区町村の全国情報
接触度ランキング順
位（全国1,000市区町
村）

位 ③
自治体間交流回
数

回

「佐野ブラ
ンド」の価
値の向上

①国内に
居住する
人
②市民

①佐野ブランドを
知り、魅力を認知
してもらう
②認知されていな
い地域資源の魅
力を再認識しても
らう

①
佐野ブランド認証
品の認知度

％ ①

②
市区町村の全国地域
資源ランキング順位
（全国1,000市区町村）

位 ②

③
新商品開発（検
討）数

点 ③

・市民・企業・団体・大学など、さまざまな主体がそれぞれの特性を生かして本市のＰＲに取り
組む体制づくりを進める。
・「さのまる」を広告塔に、関係自治体と連携したイベントや未訪問県で行われるＰＲ効果の高い
イベント等に積極的に参加するほか、市内における集客の多い施設等で効率的な出演を行う
ことで、本市の認知度、知名度の向上を図る。
・魅力的なイベント等を企画するとともに話題を創出し、メディアを活用した積極的な情報発信
を行う。
・さのまるの家の集客向上のため積極的なＰＲを行うとともに、活動拠点のあり方や環境整備
の検討を行う。
・さのブランド認証事業者と連携し、認証品のＰＲを戦略的・効果的に実施する。
・情報発信ツールを効果的に活用し、さのまるや本市の魅力を伝え、ブランドイメージのＰＲを
図る。

取組
方針

【施策の取組方針達成状況】
・市シティプロモーション推進本部会議及び㈱JTBからの派遣職員を中心に専門チームを開催し全庁
的な取組を検討した。しかし、シティプロモーション懇談会は開催できなかった。
・さのまるの日イベントなど、感染症対策としてYouTube動画を活用した新たな活動ステージを設けた。
・市公式LINEを活用し、佐野黒から揚げのPR企画（クーポン企画）を実施し、多くの参加者を得た。
・さのまるの家に関し、足銀佐野支店跡地での民間企業案について、実現に向けて協議を継続してい
る。
・さのブランド認証事業者による協議会を創設したが、コロナのため実際の会議等ができなかった。
・観光立市推進課のInstagramを本課のアカウントに統合し、充実した内容を投稿する体制ができた。
【成果指標達成状況】
・認知度及び魅力度全国ランキングは、継続した各種プロモーションの取組みにより、どちらもこれまで
で最高値となったが目標たっせには至らなかった。
・佐野市に住み続けたいと思う市民の割合は、前年度から回復し上昇したが、目標には至らなかった。

成果
指標

【基本事業の取組方針達成状況】
・コロナ禍で各地のイベント等が中止される中、さのまるのYouTube動画配
信やインスタライブ、さのケーブルテレビでの冠番組を始め、全国に情報を
発信した。
・集客施設や「さのまるの家」でのさのまる出演は実施しなかったが、「さの
まるの家」で販売しているグッズをSNSで紹介し、通信販売の促進を図っ
た。
・さのまるの活動拠点は、検討にとどまり整備に至らなかった。
・市の魅力を施したフルラッピングバスを新規1台を含め計４台運行した。
・定期的に、市内の新たな情報を大使等に伝え、情報拡散を依頼した。
【成果指標達成状況】
・イベント出演ができない代わりに、SNSや動画配信を強化した結果、ツイッ
ターフォロワー数の増加に結び付いた。
・コロナ禍のため、さのまるの派遣は例年のような活動ができなった。
・さのまるやブランド認証品等の情報を、SNS等を活用し積極的に発信した
結果、情報接触度ランキングが上昇したが、目標値には届いていない。

【基本事業の取組方針達成状況】
・JTB派遣職員を中心に観光専門チームを開催し、庁内の情報共有を
図った。
・市公式LINEの運用開始にあわせ、佐野黒から揚げPR企画をLINEの
クーポン機能を活用して実施。LINE登録者数の増加に寄与した。
・会員限定の会報誌とメールマガジン発行、配信型イベントを等を実
施し、新規会員の獲得を図った。
・ブランド姫が所属するSKE48地域振興課に関し、東大阪市の新規加
入に向け協議し、その結果新たな地域振興課が発足する運びとなっ
た。
・市内高校生と連携したプロジェクトを開始し、連携強化を図った。
【成果指標達成状況】
・さのまるサポーターズ加入者数について、企業・団体会員について
は、景気状況等の理由で減少、プレミア会員は微増しているものの目
標達成にはいたらなかった。個人会員についてはＳＮＳ等の呼びかけ
で新規会員が増えたが、参集型イベントでの加入促進活動が出来な

【基本事業の取組方針達成状況】
・ソフトバンクと連携し、ヤフーのエールマーケット（オンラインショップ）にてブランド
認証品を掲載販売した。
・さのブランド認証事業者による協議会を創設したが、コロナ禍により活動はでき
なかった。
・佐野から揚げ協会会員店舗の協力を得て「市公式ＬＩＮＥとの連携キャンペーン」
を実施し、目標値を大きく超えるＬＩＮＥ登録者数を確保するなど、大きな成果を上
げた。
【成果指標達成状況】
・ブランド認証委員会を開催し、新たなさのブランド認証品の認知等実施して地域
資源の魅力発信に努めたが、目標達成には至らなかった。
・成果指標であるさのブランド認証品の認知度については、感染症拡大防止のた
め全てのイベントが中止となり、来場者に対する同調査が実施できなく、結果を得
ることができなかった。

・新型コロナウイルス感染症の影響により、例年行っていた各種プロモーション活動が
できない中であったが、YouTubeやインスタグラム等デジタルツールを積極的に活用し
た取組みやオンラインショッピングサイトへのさのブランド認証品の掲載・販売を実施し
た。これら、継続した各種プロモーション活動により、少しずつではあるが本市の全国
における認知度や魅力度のランキングは上昇してきている。
・さのまるサポーターズ企業・団体会員については、ゆるキャラブームが去った状況も
あり減少してしまっている。しかし、各個人の情報通信機器所有率も高まる中、SNSに
よる情報発信が重要になってきており、さのまる公式ツイッターではフォロワー数がい
まだ増加している。
・本市に住み続けたいと思う市民の割合は、前年度で下げ止まり上昇傾向となってい
る。

○都市ブランド戦略の推進分の施策コストは、令和2年度決算額約26,041千円（前年度
約25,745千円）で、令和元年度に比べ296千円の増額となった。主な要因は、さのまる
プロモート事業の1,494千円の増、シティプロモーション情報発信事業の581千円の増、
シティプロモーション推進体制整備事業の1,646千円の減となっています。

【令和３年度で解決する課題】
・特になし

【令和４年度以降にも引き継がれる課題】
①魅力ある情報の収集とターゲットを明確にした情報発信
②さのブランド認証制度の認知度向上及び認証品の効果
的なPR
③シティプロモーションの効果を高めるための体制整備と
多様な情報発信主体の確保

【令和４年度重点課題】
④「さのまる」の運用形態及び「さのまるの家」の運営形態
の方向性の決定

①庁内の、魅力あるまちづくりの情報を収集、集約し、
効果の高い情報発信媒体を活用し、情報発信していく。

②ブランド認証事業者協議会の積極的な運営支援と認
証品を活用した体験・参加型企画の検討と実施してい
く。

③シティプロモーション推進本部会議における専門チー
ムを活用し、市内外へ発信する情報の集約と　積極的
な発信を行う。

④庁内検討委員会を設置するなど検討体制を整え、時
代に合ったご当地キャラの役割を明確にし、「さのまる」
運用形態及び「さのまるの家」運営形態を検討していく。

成果指標
設定の考え方

①②本指標は、広く国内居住者を対象とした
アンケートに基づく全国の地方自治体の認知
度及び魅力度を順位付けしたものであり、都
市ブランドとしての佐野市の状況を把握するこ
とにより各種事業の成果向上が期待できるた
め、成果指標として採用した。
③佐野市に住み続けたいと考えている市民の
割合を把握することにより各種事業の成果向
上が期待できるため、成果指標として採用し
た。

施策の目
的

「意　図」

①②佐野市の魅力を高めるとともに認知度を
向上させ、佐野市を訪れたい・暮らしてみたい
まちにする。
③佐野市に住み続けたいと思うとともに、佐野
市に対する誇りや愛着を醸成する。

施
策

基
本
事
業

積極的な
シティプロ
モーション
の推進

・親善都市や関係自治体等と連携した
出演と未訪問県でのイベント等に積極
的な出演を行う。
・集客のある施設への積極的な出演に
より、効率的で効果的な認知度・知名
度向上を図るとともに、併せて「さのま
るの家」への誘客と訪れたくなるような
環境整備を行う。
・「さのまる」の活動拠点の整備に伴
い、集客の向上と滞留時間の拡大につ
なげる。
・SNS等の情報発信媒体を有効に活用
して、本市や「さのまる」及び「さのまる
の家」の情報を広く発信し、認知度アッ
プと誘客促進を図る。
・イベントやメディアなどを通じてブラン
ド大使等を効果的に活用し、本市の魅
力を全国に発信する。

推進体制
の整備と
連携強化

・各課との連携を強めてPR効果を高
めるとともに、民間からの職員派遣
により、民間のノウハウを生かして、
全庁的なシティプロモーションを推
進する。
・広報活動とマッチングした、受け手
に伝わりやすい効果的な情報発信
体制の整備を進める。
・さのまるサポーターズの会員増に
より、支援体制を強化する。
・さのまるやブランド姫の活動を通し
て生まれた自治体間の交流を活か
し、相互でのプロモーション活動を
実施する。
・市民や企業、団体、大学等との連
携を強化し、相乗効果による魅力発
信の向上を図る。

「佐野ブラ
ンド」の価
値の向上

・さのブランド認証品をPRすること
によって、本市のイメージの向上
を図る。
・ブランド認証事業者と連携して認
証品の効果的なPRを図るととも
に、事業者同士が主体的に取り
組めるような体制づくりを行う。
・本市の新しい魅力を市民等と協
働して発掘・開発し、PRを行う。

施
策
の
基
本
情
報

・「ゆるキャラブーム」の勢いが沈静化している。
・さのまるの活動については、関東地方に重点を置くとともに、地域に根差した活
動を充実すべきであり、定住人口の増加に向けては近隣市町の子育て世帯を
ターゲットとすべきとの提言をいただいた。
・令和元年東日本台風及び新型コロナウイルス感染症対策として対外活動に制約
が生じている。

市民一人ひとりが、本市のシティプロ
モーションの当事者であるという意識を
持ち、本市をPRするとともに、おもてな
しの心を持って、本市の魅力を発信す
る。

本市のシティプロモーションを担う当
事者であるという意識を持ち、本市の
個性と魅力にあふれた商品開発・販
売等をすることにより、積極的に本市
の魅力を発信する。

・市長をトップセールスマンとし、職員全
員が、本市のシティプロモーションを担
うセールスマンとしての自覚を持ち、積
極的に、本市の魅力を発信する。
・台風や感染症等災害に対応する新た
なプロモーション活動方法に取り組む。


